

























































ャン・ルノワール ( Jean Renoir, 1894-1979) が監督した映画『トニ』
(Toni, 1935) のシナリオなどを執筆している．1906 年頃から，彼はフラ
ンスにおいて，パブロ・ピカソ (Pablo Picasso, 1881-1973)，ジョルジ
ュ・ブラック (Georges Braque, 1882-1963)，ホアン・グリス ( Juan
Gris, 1887-1927) といったキュビストたち，あるいはモイーズ・キスリン
グ (Moïse Kisling, 1891-1953) や画商ダニエル＝ヘンリー・カーンワイラ
ー (Daniel-Henry Kahnweiler, 1884-1979) とも親交を結んでいたが 6)，
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1928 年からは活動の場をフランスに移している．そして 1929年には，パ
リで，ジョルジュ・バタイユ (Georges Bataille, 1897-1962) やミシェ
ル・レリス (Michel Leiris, 1901-1990) と共に雑誌『ドキュマン』












いないが，彼は，レリスとは，すでにドイツ時代に，遅くとも 1926 年 4
月 26 日には知り合っており（おそらく D・H・カーンワイラーか，その
娘で 1926年にレリスの妻となるルイーズ・ゴードン (Louise Godon) を
介して），年代は不明だが，レリスの紹介でバタイユと知り合ったという8)．
また，『ドキュマン』創刊時に編集委員の一人であったゴットリープ・フ























Masson, 1896-1987)，フェルナン・レジェ (Fernand Léger, 1881-1955)，






méthodiques », 1929) は，アインシュタインの批評宣言とも読めるテク
ストであり，彼の問題意識がここに凝縮している．そしてもう一つの「パ
ブロ・ピカソ，1928年のいくつかのタブロー」(« Pablo Picasso, quelques













































1864-1945) やウィルヘルム・ヴォリンガー (Wilhelm Worringer, 1881-
1965)，あるいはアロイス・リーグル (Aloïs Riegl, 1858-1905) の著作に
おいて，そのような意味で用いられている．とりわけヴェルフリンは，こ
の用語を「概念化」して，美術史研究のための基礎概念として用いている．
例えば彼は，その主著『美術史の基礎概念』(Kunstge s chicht l i che












































































































































Michel Place, Paris, 1991)．また，同誌に掲載されたアインシュタインの論文は，
『現代芸術の民族学』という題で一冊の本にまとめられている (Carl Einstein,
Ethnologie de l’art moderne, présentée et annotée par Liliane Meffre, André
Dimanche Éditeur, Marseille, 1993)．
研究書としては，カール・アインシュタインについてのフランスにおける最初の
本格的研究書，リリアーヌ・メッフル『カール・アインシュタインと造形芸術にお
ける前衛の問題』が重要である (L i l i ane Mef f r e , Car l E in s t e in e t l a
problématique des avant-gardes dans les arts plastiques, Peter Lang, Berne,




1885-1940, Itinéraires d’une pensée moderne, Presses de l’Université de Paris-





である (Georges Didi-Huberman, Devant le temps, Les éditions de minuit,
Paris, 2000)．また，『ドイツ研究』(Études germaniques) 誌の 1998 年第 1 号
（1－3 月）と，ポンピドゥ・センターが発行している『国立現代美術館手帖』
(Cahiers du Musée national d’art moderne) 誌の第 1 号（1979 年 7－9 月），第





























































































































































『ドキュマン』第 1 号，1929 年，32－34頁
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カール・アインシュタインのいくつかの概念について














































































































『ドキュマン』第 1 号，1929 年，35－38 頁
(Carl Einstein, « Pablo Picasso, quelques tableaux de 1928 » , Documents,
n° 1, 1929, pp. 35-38.)
注
1) 唯一の例外は，1961 年に雑誌『メディアシオン』(Médiations) に掲載され
た『黒人彫刻』の仏訳である («La sculpture nègre», traduit par Jacques
Matthey-Doret, Médiations, n° 3, Paris, 1961, pp. 93-114)．
2)『全集』は，版元が替わったこともあって，未だに完結していない（版元は，
当初はメドゥーザ (Medusa) であったが，1992 年の第 4 巻からファンナイ＆






『ベビュカン』は，1906 年から 1909 年にかけて執筆された．ドイツでは，
1907 年に雑誌『ディ・オパール』(Die Opale) に 1－4 章が部分掲載された後，
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カール・アインシュタインのいくつかの概念について
1912 年に『ディ・アクツィオーン』(Die Aktion) 誌に連載され，同年12月に
出版される (Bebuquin oder die Dilettanten des Wunders, Verlag Die Aktion,
Berlin-Wilmersdorf, 1912)．改訂版が 1917 年に出ている．フランスでは，
1918 年以後，何度か雑誌に部分訳が掲載されている．1922 年 4 月 10 日付の
アインシュタインの書簡によれば，ブレーズ・サンドラール (Blaise Cendrars,
1887-1961) が仏訳する予定だったが，実現していない．また，30 年代に，ク
ララ・マルロー (Clara Malraux, 1897-1982)（アンドレの妻）が，アインシ
ュタインと共に仏訳を試みるが，草稿を紛失，出版には至っていない (cf. Carl
Einstein, Daniel-Henry Kahnweiler, Correspondance 1921-1939, André
Dimanche, Marseille, 1993, p. 24)．フランス語全訳は，1987 年になって初
めて出ている (Bébuquin ou les dilettantes du miracle, traduction et postface
par Sabine Wolf, Samuel Tastet, Paris, 1987)．同訳書は，2000 年に別の出









5) Die Kunst des 20. Jahrhunderts, Propylaen Kunstgeschichte Band 16,
Propyläen, Berlin, 1926. 改稿された第 2 版が 1928 年，第 3 版が 1931 年
に出ている．1931 年版からのフランス語部分訳が存在する (« Aspects de la
théorie de l’art de Carl Einstein », textes traduits et commentés par
Liliane Meffre, Cahiers du Musée national d’art moderne, n° 1, juillet-
septembre 1979, pp. 14-39)．この本については，ウヴェ・フレックナー「カ
ール・アインシュタインとその一部の読者，国家社会主義（ナチス）における
『20 世紀の芸術』の受容について」池田祐子翻訳・解題（『西洋美術研究』第 6
号，2001 年 10 月 10 日，94－109 ページ）も参照．
6) アインシュタインとカーンワイラーが交わした書簡が，フランスで出版されて
いる．cf. Carl Einstein, Daniel-Henry Kahnweiler, Correspondance 1921-
1939, op. cit.
7) しかし，読みやすいフランス語に直すために，時にはレリスとバタイユが手を
入れたという．cf. Carl Einstein, Ethnologie de l’art moderne, André




カーンワイラーに宛てた 1926 年 4 月 26 日付けの書簡で，すでにミシェル・
レリスとゼットの名に言及している (cf. Carl Einstein, Daniel-Henry




9) アインシュタインがカーンワイラーに宛てた 1926 年 4 月 26 日付けの書簡
を参照．cf. Carl Einstein, Daniel-Henry Kahnweiler, Correspondance
1921-1939, op. cit., p. 71.
10) バタイユは，1954 年頃に書かれたと思しきテクストで，『ドキュマン』の正
式な編集長であったアインシュタインと自分が対立していたと回想している．
cf. Georges Bataille, Œuvres complètes, tome XI, Gallimard, Paris, 1988,
p. 572. また，1958 年に書かれたとされる「自伝ノート」においては，自分
自身が，『ドキュマン』の〈編集長〉を，〈カール・アインシュタインによる概
ね理論的な指導の下で〉務めたと記している．cf. Georges Bataille, « Notice
autobiographique », Œuvres complètes, tome VII, Gallimard, Paris, 1976, p.
460.  コナー・ジョイスは，『『ドキュマン』におけるカール・アインシュタイン』
において，アインシュタインとバタイユの対立関係が，同誌の全体に渡って潜在
的に現れていることを，緻密に立証している (cf. Conor Joyce, Carl Einstein in
Documents and his collaboration with Georges Bataille, Xlibris Corporation,
2003)．
11) アインシュタインの人脈と『ドキュマン』の関係については，以下の研究を参
照されたい．cf. Liliane Meffre, Carl Einstein 1885-1940, Itinéraires d’une
pensée moderne, Presses de l’Université de Paris-Sorbonne, Paris, 2002, pp.
238-242. Conor Joyce, Carl Einstein in Documents, op. cit., pp. 32-43.
12) Carl Einstein, Negerplastik,Verlag der Weissen Bücher, Leipzig, 1915. フ
ランスでは，第 1 章が，1921 年に雑誌『アクシオン』(Action, 1920-1922)
に掲載されている．1998 年に，新しい仏訳が，図版とドイツ語原文を収録し
た形で出ている (La sculpture nègre, traduction et introduction de Liliane








に「黒人芸術について」という題で掲載され (« De l’art nègre », Action,
Mars-Avril, 1922, pp. 47-56)，その後に，おそらく別の訳者の翻訳書が同年
に上梓されている (La sculpture africaine, traduction de Thèrese et
Raymond Burgard, G. Crès, Paris, 1922)．
14) 民族誌学的研究としては，アフリカ旅行記も執筆したドイツ人博物学者ゲオル
ク・シュヴァインフルトゥ (Georg Schweinfurth, 1836-1925) の『アフリカ
の芸術』(Artes Africanae, 1875) や，レオ・フロベニウス (Leo Frobenius,




ェイ (Vladimir Matvei) の筆名）も，『黒人の芸術』(Iskusstvo Negrov) を執筆
している（出版は，14 年に作者が死亡したために，19 年になった）．フランス
におけるポール・ギヨーム (Paul Guillaume, 1893-1934) の図版集『黒人彫
刻』(Sculptures nègres) は，1917 年のものである（ギヨーム・アポリネール
(Guillaume Apollinaire, 1880-1918) の序文付き）．cf. Ezio Bassani, « Les
œuvres illustrées dans Negerplastik (1915) et dans Afrikanische Plastik




Lettres de Carl Einstein à Moïse Kisling (1920-1924) », Les Cahiers du




( W i l l i a m R u b i n ) 編『2 0 世紀美術におけるプリミティヴィズム』
(“Primitivism” in 20th Century Art, The Museum of Modern Art, New
York, 1984)に収録されたジャン・ルイ＝ポドラ ( Jean-Louis Paudrat) の論文




1934 年にフランス語訳のみが出ていた (Georges Braque, traduction de M.
E. Zipruth, Éditions Des Chroniques du Jour, Paris, Zwemmer, Londres,
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Weyhe, New York, 1934)．ただし，その仏訳とドイツ語原稿（加筆がなされ
ている）の間にはかなりの相違がある上，翻訳の精度にも問題があるという．
ドイツ語テクストは，1985 年になって初めて出版された（『全集』第 3 巻所収）．
また，2003 年に，ドイツ語原稿を底本にした新しいフランス語訳が，ベルギー
で出版されたので，そちらを参照されたい（ただし 1934 年版の巻末に掲載さ
れた図版は削除されている）(Carl Einstein, Georges Braques, Publié sous la
direction de Liliane Meffre, Traduction de Jean-Loup Korzilius, La Part
de l’Œil, Bruxelles, 2003)．以下の論述において，われわれが参照するのは，
この 2003 年の仏訳である．
16) これらの概念は，アインシュタインのキュビスム論のいたるところに現れるが，





(cf. ibid., p. 105)．また，コナー・ジョイスは，アインシュタイン論で，この





















入――東洋芸術と西洋芸術――』(Abstraktion und Einfühlung, 1921)（草薙
正夫訳，岩波文庫，1953 年）や『ゴシック美術形式論』(Formprobleme der
Gotik, 1911)（中野勇訳，岩崎美術社，1968 年）などを参照．
20)「幻覚」については，「ピカソ」(« Picasso », 1930)（『ドキュマン』1930 年第
3 号掲載）や，特に『ジョルジュ・ブラック』第7章の全体を参照．
21)「ロマン主義的」という時にアインシュタインが考えているのは，ドイツ・ロ
マン主義の文学や思想であり，フリードリッヒ (Caspar David Friedrich,
1774-1840) などの絵画のことではない．また彼は，アンドレ・マッソン，ホ
アン・ミロ ( Joan Miró, 1893-1983)，ガストン＝ルイ・ルー (Gaston-Louis
Roux, 1904-1988) といった画家たちを「ロマン主義世代」と呼んでいる (cf.
Liliane Meffre, Carl Einstein et la prblématique des avant-gardes dans les













『室内』(Intérieur, 1928)（図③），『画家とモデル』(Le peintre et son modèle,




2 番目の『人物』は含まれず，4 番目の『画家とモデル』④が 3 枚目であると
考えられる．『人物』（1912 年）を除く 3 枚が1928 年の制作であり，アインシ
ュタインのこの論考の題名が「1928 年のいくつかのタブロー」であることから
考えて，その組み合わせが妥当であると推測される．
27) 5 枚目と6枚目の『人物』（⑤と⑥）を指すと思われる．
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